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平素より大変お世話になっております。 

粒子線医療センターだより第 14号をお届けいたします。 

第 14号では、膵臓がんの粒子線治療をとりあげます。 

 

皆さんご存知のとおり膵臓がんは最も完治困難な難治がんです。 

2022年 7月に開催された膵臓学会の中で、PanCan,USA代表の 

Julie Fleshmanさんは、2030年までに 5年生存率を 10%から 

20％にするため米国で行っている大規模な取り組みを紹介されましたが、我が国でもア

メリカ同様、5 年生存率をアップさせる取り組みが必須です。 

膵臓がんの 5 年生存率をアップさせるためには、①早期発見、②原発巣の治癒率向

上、③肺・肝転移や腹膜播種の制御の全てでの進化が必要となりますが、その中で粒

子線治療が果たす役割は②の原発巣治癒率向上です。 

 

兵庫県立粒子線医療センターは 2001 年 4 月の開院以来、21 年間で治療した患者数

は延べ 9884 例で、膵がんは 728 例と日本トップクラスとなりました。膵がんに対す

る粒子線治療の成績は、2016 年 5 月～2019 年 6 月まで日本の全ての粒子線治療施設

で治療した切除不能局所進行膵がんⅢ期 349 例の解析で、全生存率は 1 年 75.8%、2

年 38.8%、生存期間中央値 20 か月、Grade3 以上の有害事象は Grade3：12 例、

Grade4：3 例、Grade5：0 例でした。この成績は科学的評価により X 線より優れてい

る事が示され、2022 年 4 月より根治切除が困難と判断された局所進行膵がんに対す

る陽子線治療、重粒子線治療が保険適用となりました。先進医療から保険診療となっ

た事で、治療費を心配する事なく粒子線治療を受けていただけます。当院で粒子線治

療を受けている膵がん症例を次頁に示しますので、同様の症例に対しては是非、粒子

線治療を考慮いただければ幸いです。 
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Hyogo Ion Beam Medical Center 膵癌への粒子線治療 
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【 症例 1 】 

【 症例 2 】 
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【 症例 3 】 

【 症例 4 】 

【 症例 5 】 



4 

Hyogo Ion Beam Medical Center 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●初診 

当センターのホームページ内の 主治医の先生へ から疾患ごとの様式をダウンロ

ードし FAXで送信ください。また COVID-19感染対策の一環として、オンライン診療

を行っています。感染が心配なかた、遠方にお住まいのかたに好評を得ております。

ご紹介いただく場合にはご検討いただければ幸いです。 

 
●セカンドオピニオン 

医療機関・患者さんのいずれでも予約ができます。 

ホームページから様式をダウンロードし、ＦＡＸ送信していただくか、お電話 

でも予約が可能です。オンライン診療も行っています。  

 

●メール相談 

粒子線治療の適応についてのご相談を随時受け付けております。 

詳しくはホームページをご参照ください。 

 

A. 陽子線治療及び重粒子線治療が保険診療で施行可能な疾患 

限局性の骨軟部腫瘍（手術による根治的な治療法が困難なもの） 

頭頸部悪性腫瘍（口腔、咽喉頭の扁平上皮がんを除く） 

限局性及び局所進行性前立腺がん（転移を有するものを除く） 

大型肝細胞がん（長径 4cm 以上かつ手術による根治的な治療法が困難なもの） 

肝内胆管がん（手術による根治的な治療法が困難なもの） 

局所進行膵がん（手術による根治的な治療法が困難なもの） 

手術後に局所再発した大腸がん（手術による根治的な治療法が困難なもの） 

 

B. 陽子線治療のみが保険診療で施行可能な疾患 

小児腫瘍（限局性の固形悪性腫瘍に限る） 

 

C. 炭素線治療のみが保険診療で施行可能な疾患 

局所進行子宮頸部腺がん（手術による根治的な治療法が困難なもの） 

 

D. 陽子線治療が先進医療で施行可能な疾患 

脳腫瘍、頭頸部悪性腫瘍（口腔、咽喉頭の扁平上皮がん）、肺・縦隔腫瘍、上記 A以外の消化器腫

瘍、泌尿器腫瘍、乳腺・婦人科腫瘍又は転移性腫瘍（いずれも根治的な治療法が可能なものに限

る） 
 

E. 重粒子線治療が先進医療で施行可能な疾患 

肺・縦隔腫瘍、上記 A以外の消化器腫瘍、泌尿器腫瘍、乳腺・婦人科腫瘍又は転移性腫瘍（いずれ

も根治的な治療法が可能なものに限る） 
 

F. 陽子線治療及び重粒子線治療が自由診療で施行可能な疾患 

上記の保険診療、先進医療で施行できない疾患だが、当院、兵庫県立がんセンター、 

兵庫県立リハビリテーション西播磨病院、神戸大学医学部附属病院、IHI播磨病院の医師および医

療スタッフによるキャンサーボードで認められた疾患 

 

 

陽子線治療・重粒子線治療の診療区分について 

 

  Center 

 
 

ご紹介の手順 

粒子線 兵庫 


